
アイナックス稲本／JENSEN-GROUP
東京航空クリーニング
セブンズ・クリーナー

REPORT

ノンプレスフィニッシャー CLV21展で実演
好評のトンネル「ドラゴン」シリーズに小型版
安全で省エネ、作業性に優れたシミ抜き機
ユニフォーム管理システム「ラベンリ」
「ABSSolute」レンタル契約で導入費用圧縮
Wash Man販売・入出庫・Web受注管理システム

耐洗ラベルSOFTネームラベル好評
EID SYSTEM CLV21展で耐洗ラベル新製品発表
デジタル印刷で明るく鮮やかなエンブレムラベル

ZOOM UP SUPPLIER’S ITEM

スマホやパソコンで
リネンプラントが読める

無料登録
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タオルの袋詰め作業を
自動化‼

タオルの袋詰め作業を
自動化‼

脱気機能 脱気して包装するので結束なしでも
荷崩れがありません

多品種対応 高さ、幅をある程度揃えれば
異なる長さでも包装できます

簡単作業＆高生産 商品を置いてボタンを押すだけ
誰でも安定した生産性が見込めます

省人・省スペース 数人の手作業から1人作業で省人化
コンパクト設計・作業台も不要で省スペース化

衛生向上

省人・省力

高生産

デモ運転動画

常設展示ルーム
OPEN‼

製造・販売元
〒339-0056　埼玉県さいたま市岩槻区加倉1-5-8
Tel：048-758-4422（代表）　Fax：048-758-4426
https://nihon-sealing.com ※事務所移転しました。

全自動包装機 SS-031全自動包装機 SS-031

タオル専用機発売!!タオル専用機発売!!

全自動包装機SSシリーズの特長

SSシリーズほか
包装機各種を実演展示
見学・商品テスト随時受付中 （下記にご連絡ください）
実機により性能をお確かめください！

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

スタンダード化により
製造コストを抑え納期も短縮、よりお求めやすくなりました。
タオル以外の様々な商品に合わせたオリジナル仕様機も承ります。



本　　   社／〒141-0032 東京都品川区大崎5-1-11（住友生命五反田ビル7F）　TEL03-3493-5391 
白 山 工 場／〒924-0052 石川県白山市源兵島町948　TEL076-277-2211（代）
白山テクニカルセンター／〒924-0057 石川県白山市松本町1268-10　TEL076-274-4150（代） 

URL https://www.inax-corp.co.jp

このほか全国に販売・メンテナンスの拠点がございます。
詳しくはホームページをご覧ください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇨ 右のQRコードからもホームページを開くことができます

「省エネ」「高品質」「高生産」
３つを兼ねそろえたラインアップ

新機能を搭載搭載しバージョンアップ
更に1600幅を追加ラインアップ

蒸気式乾燥機のイノベーション ＜環境対応型＞

蒸気式排風循環型乾燥機
CFX-120S

【省エネ】
◆ 排風循環により蒸気消費量が最大42%削減
◆ （当社旧型機比）。
【高品質】
◆ 排風循環と蒸気供給（温調弁）を最適制御、
◆ 洗濯物への熱ダメージを軽減。
【高生産】
◆ 当社PFXシリーズのパワフルフロー、
◆ 短時間乾燥を継承。

更に、当社独自の自動リント除去機能を搭載、
乾燥性能の低下を防ぎ掃除の手間も削減。

※3：ロール速度は機種、リネンの品種、残水率等により変わります

スーパーテクノロジーアイロナー
IRT-UBXシリーズ

【省エネ】
◆ 温度コントロール機能を標準搭載
◆ 品物に応じた仕上温度と
　タイムスケジュール機能

【高品質】
◆ 加熱シリンダー表面研磨による
　シルキータッチ仕上
◆ 加熱シリンダー間のドロー比設定で
　張り感ある仕上

【高生産】
◆ リネンの両面交互加熱と効果的放湿による高い乾燥性能
◆ ロールスピード最高60m/min※3

IRT-33UBX

CFX-120S
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きた高度なモノ作りの技術
に、JENSEN-GROUP が持
つ最先端の IT技術を組み
合わせて、入口から出口ま
で一貫して最適なエンジニ
アリングができる力を一層
高めて参ります。
　「アイナックス稲本に相
談すれば全ての課題を解決
できる」そんな会社を目指
しています。

●具体的な内容をお聞かせ下さい。
　以下の 3点に重点を置いて進めて参ります。
①工場の入口から出口までのトータルソリューションで
あらゆる課題を解決
②省エネや省人化によるライフサイクルコスト削減によ
りお客様に多大な価値（メリット）を提供
③生産、搬送、エネルギー、メンテ等の各種ソフト開発

　もう少し内容を詳しくお話しますと、
①では、今まで一番人手がかかっていた入荷仕分けと
出荷ピッキングを、AIや IT技術を駆使して自動化し、
大幅な省人化や省力化を実現していきます。
②では、省エネや生産性改善の効果を数値化し、導入し
てから使用して頂いている間のライフサイクルコストの
メリットを具体的にご提案します。特にこの省エネ提案
に関しては、補助金を有効に活用するノウハウも含めて
ご提案させて頂きます。
③では、単体機械のみではなく搬送を含めできる限り自
社化し、その全てをソフトで繋いでお客様の事業全体の

　アイナックス稲本㈱は 2023 年４月、親会社である三
浦工業と、業務用ランドリー機器をグローバルに展開す
る JENSEN-GROUP（ベルギー）との間で、業務用ラン
ドリー機器等の製造販売に関する資本業務提携を目的と
した合弁契約を結んだ ( 株式保有割合＝三浦工業 51%、
ジェンセングループ 49%)。
　最先端技術によるトータルソリューションで成長し、
世界トップシェアを誇る同グループとの提携により、ア
イナックス稲本は今後どのような展開を図っていくの
か。新社長に就任した鏑流馬祐二取締役社長執行役員に
話を伺った。

●新生・アイナックス稲本としてどの様な姿を
　描いておられますか？
　今後、ホテルを中心としたリネンサプライ業界の需要
が益々拡大していくと予測されますが、一方で労働力不
足や全てのコスト高もさらに加速していくと考えられま
す。そういった環境の中でお客様であるリネンサプライ
会社が新たな利益を生み出せるよう、省エネや効率化で
の大きなメリットを提案・提供していくことが、我々の
使命だと感じています。
　今までのアイナックス稲本は、連洗、脱水機、乾燥機、
ロールを作って販売・メンテナンスをする、所謂専門メー
カーでしたが、今回ジェンセングループと三浦工業との
合弁によって目指す方向性を大きく転換し、お客様の工
場全体をトータルに提案できる総合エンジニアリング会
社へと進化しています。
　私たちが目指すのは、単なる製品販売ではなく、そこ
から得られる“価値”を提供すること。当社のソリュー
ションを導入頂くことで人手不足の解消やコストの削減
などのメリットをもたらすことです。当社が長年培って

アイナックス稲本

総合エンジニアリング会社へ変革
高付加価値のトータルソリューションを提供

アイナックス稲本／JENSEN-GROUP

鏑流馬祐二取締役社長
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効率化を図っていきます。
　今後は、生産管理は勿論のこと消耗品やメンテナンス、
配送といった全てが繋がり、人材確保がますます困難に
なる中で、有能な工場管理者や経験値の高い社員が居な
くても高生産が維持できる仕組みづくりが必要であると
考えております。

●自社ブランド「inax-J」シリーズを新たに
展開されるとお聞きしました
　お客様にジェンセン製品を安心してご使用頂けるよう
に「inax-J」という自社ブランドで日本国内に展開して
参ります。
　ここではっきり申し上げておきたいことは、日本の市
場に於いては、アイナックス稲本がジェンセン製品の
メーカー機能を果たして行きますので、今までのアイ
ナックス稲本のラインナップと同様に、納入からメンテ
ナンスに至るまで責任をもって対応していくと言うこと
です。
　特に業界の技術革新を大きく進めて行く為、inax-J 製
品はAIやロボティクスによる最先端技術を持った省人・
省力化できる商品と、ガス化や廃熱回収等によって大幅
に省エネが図れる商品から展開して参ります。
　例を挙げますと：
・エネルギー消費を半減できる新型ガス乾燥機
・高品質省エネ型チェスト式ロールアイロナー
・2000 点／時の高生産型トンネルフィニッシャー
・1200 点／時の世界最速ユニフォームフォルダー
・1200 枚／時の高速タオルピッキングロボット
・900 枚／時の増産用デュベ投入レールシステム、
などの高速・高生産機器に加え、
・X線入荷仕分けシステム（平物も仕分け可能）
・ジェンウェイ追跡型スタック搬送システム
・出荷スタック自動ピッキングシステム
など、日本の工場にはなかなか存在しない数々の省人化
機器やシステムを取り揃えております。

●具体的にはどのように
推進されるのでしょうか？
　昨年 10 月に、inax-J 製品や搬送を含めた総合的な
省人化提案や、納入立上げ、メンテナンスをサポート
する特別組織『V-SAT』（Value-added Special Assist 
Team）（全 24 名）を立上げ、各支店やサービス拠点に
対して万全のサポート体制で臨んで参ります。
　inax-J のラインナップは全て、Jenassist というリモー

トメンテが繋げられる仕組みを搭載しています。
　この Jenassist は、inax-J シリーズの全ての機械やシス
テムをLANケーブルで繋ぎ、アイナックス稲本の本社
や各拠点から遠隔で不具合の状況確認や原因究明ができ
るシステムですので、サービス拠点から離れた距離にあ
るお客様でも安心してご使用頂けるだけではなく、機械
を止める時間も短縮できると同時に、メンテナンス工賃
の軽減にも繋がる画期的なシステムとなっております。
　当然ながら今後は、従来のアイナックス稲本の商品も
含めて連携してリモート化できるように進めて参ります。

●技術者の確保や育成の方はいかがでしょうか？
　物流業界や建設業界の 2024 年問題が目前に迫り対応
に苦慮しているところですが、我々機械業界にも大変な
危機が訪れていると考えております。
　2018 年に経済産業省が企業向けに行ったアンケート
調査によると、５年後に最も人材が不足するのは、１
位「機械工学系技術者」12.4%、2 位「電気回路系技術
者」7.5%、3位「通信ネット系技術者」5.8%、４位「プ
ログラム系技術者」5.7%、5位「土木工学系技術者」5.5%
などと、絶対数は不明ですが需給バランスとしては機械
や電気系の技術者が圧倒的に不足しており、実際ここ５
年で急激に人材の確保が困難な状況となっています。
　そのような中でこのリネン業界ではここ数年、特に若
手のメンテナンス技術者が、夕方からのメンテ業務や土
日・祝日の携帯電話対応、土・日必須の機械入替工事等、
今まで当然のように行ってきた業務に対応ができず、早
期に離職するケースが多くなっています。その為、50
代後半から 60 代のいわゆる「昭和を生き抜いてきた」

V-SAT 
Value-added Special Assist Team

＜V-SAT５つの役割＞
販売促進／提案応援／納品支援／アフター協力／事務サポート
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▲ガス式チェストアイロナーＥＸＰＧ。高速、高品質、高信頼性を提供するフレキシブ
ルチェスト型アイロナー

社員が中心になって何とか対応しているのが現状です。
　若手技術者が採れない、または採れても辞めてしまう
ような環境では、結果的にお客様にご迷惑をおかけする
ことになってしまいますので、弊社も現在会社を挙げて
社員満足度や社員定着率の向上に取り組んでいるところ
です。
　機械屋の分際でと叱られることを承知で申しあげます
と、可能ならば今後「機械の点検 /修理や入替時の為の
予備ライン」という考え方を、少しずつでも検討してい
かなければ、業界を守れなくなる時代が近い将来に来る
のでは、と個人的には心配しております。

●リネンサプライ工場の未来をどのように考
えておられますか？
　人の問題、エネルギーの問題を背景として、これから
この業界は「24時間動かせる無人生産ライン」に向かっ
ていかなければならないと思います。これは、前出の予
備ラインにも関連しますが、例えば工場の三分の一でも
無人化ラインが実現すれば、非常時の補完生産ばかりで
はなく繁閑差の人の平準化も可能になってきます。
　この無人ラインは、ホテルや病院などの需要先のお客
様と、リネンサプライ業界、機械・洗剤・繊維メーカー
など全ての専門メーカーが一体となって開発すれば実現
も可能ではないかと感じています。
　そもそも連洗で洗ってプレスで脱水し、回転乾燥機で
ほぐしロールアイロナーで仕上げるというやり方は、す
でに 50 年以上基本的には進化していないと私は考えて
います。
　繊維がこれだけ進化して多様化する中で、それに対応
する温度やケミカルを含めた洗いや仕上げに対する既成
概念を捨てて、「どうすれば無人化が可能か」から再考

できれば、リネンサプライ工場の未来は開けると思って
います。

●その他ご意見があればお聞かせ下さい。
　我々機械業界は小さな業界であるにも関わらず、意思
疎通や意見交換の機会も少なく、色々な面で共通化や標
準化が進んでいないと感じています。
　自動車メーカーや電機メーカーなどは、バッテリーの
規格を統一化したり、ある程度普及した段階でユーザー
目線で仕様を統一化したりするわけですが、この業界で
はカタログ値ひとつ取ってもそれぞれのメーカーが自社
基準で表記されている為、メーカー間の差をユーザーが
判断しにくい状況になっていますし、搬送に関しては設
計思想も各社様々で、自動化に向けても大きな課題に
なっています。また、各社の機器をネットワークで繋ぐ
際も、標準化や統一化ができていない為に多大な費用や
手間がかかっています。
　優秀な技術者を他業界に流出させないためにも、無駄
な仕事を無くし、生産性の高い仕事で若手技術者を育成
し、この先の技術革新に繋げる。
　業界として取り組むべき所は取り組み、競うべき所は
競い、業界全体としてレベルアップしていきたいと思っ
ております。
　̶アイナックス稲本の方向性や業界のこれからにつ
いてなど、多岐にわたるご意見ありがとうございました。
今後日本のリネンサプライ業界がどのように進化してい
くのか、期待しております。
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三方全自動包装機「SS-015」導入

大判ブランケットの包装を効率化‼
　コロナ明けで急回復しているホテルリネン需要と同様
に、航空機関連のクリーニング事業等もコロナ前の水準
近くに戻ってきたようだが、一方で人手確保が厳しい状
況にあり、生産部門の省人化が急務となっている。
　航空会社の機内用品・ユニフォーム等のクリーニング
やホテルリネン事業を展開する東京航空クリーニング㈱
（本社・東京都大田区、伊藤伸一代表取締役社長）の成
田第 2工場（成田市）では昨年 12月、機内用ブランケッ
トの包装に㈱日本シーリング（埼玉県）の三方全自動包
装機「SS-015」を導入。包装作業の生産性を大幅に高め
省人省力につなげている。同工場を訪問し、生産部・川
奈勝次長に導入の経緯や稼働状況を伺った。

コロナ前の90％まで回復も人手不足
　東京航空クリーニングは、昭和 5 年にクリーニング
店として創業し、同 25 年に合資会社、30 年に花王社ク
リーニング、45 年に現在の東京航空クリーニング㈱と
なった。社名のとおり、空港関連事業を幅広く展開し、
航空機客室内で使用されるブランケット、ピロケースな
どのクリーニングのほか、機内用のイヤホンやヘッドホ
ンの消毒包装なども行う。ホテルリネンは昭和 53 年よ

り開始し、航空会社系列ホテルを
はじめ、東京や千葉のシティホテ
ル、ビジネスホテルにリネンを供
給している。
　工場は羽田空港及び成田空港周
辺に７拠点あり、今回訪問した成
田工場は、第 1工場で制服や作業
服、厨房衣などのクリーニング、
第 2工場では航空機客室用のピロ

ケース、ヘッドレストカバー、ブランケット、ナプキン、
シートカバー等を処理している。
　コロナ禍では、航空関連の需要が大幅に減少して羽田
の工場や芝山工場を停止し、成田工場に集約させていた
が、現在は需要が回復して各工場とも稼働を再開。物量
はコロナ前の 90％まで戻ってきたという。
　ただ、その需要に対し作業人員が十分には戻っておら
ず、第 2工場で 150 名を超えていた人員は現在 90 数名
となっており、ほかはスキマバイト等の人材で補ってい
る。「今は 90％の物量なので何とかなっているが、これ
が 100％回復した場合は、もう少し人手が必要」と川奈
次長は語る。

航空会社の様々な要望に応える
　同社が扱う機内用品は、ブランケットやピロケースを
はじめとしたほとんどのアイテムが包装納品を基本とし
ている。「同じアイテムでも、羽田では 25枚単位、成田
では 50 枚単位でパッキングしてほしいといった要望も
ある」というほか、各航空会社によってブランケットな
どの折り方、包装フィルムの厚さ、結束や通気孔の有無
や枚数など様々な要望があり、また、最近は SDGs の取
り組みも進み、マットレスの包装にバイオマスのビニー

千葉県成田市　東京航空クリーニング㈱成田工場㈱日本シーリング

◀
昨
年
12
月
に
導
入
し
た
三
方
全
自
動
包
装
機
「
Ｓ
Ｓ-

０
１
５
」。
航
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を
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動
で
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く
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気
包
装
す
る

川奈　勝次長
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ルを使用することもあるという。同工場では、日本シー
リング製の各種包装機を多数そろえて、こうしたニーズ
にできる限り応えているという。
　その中で、海外航空会社の大判ブランケットを扱うよ
うになったが、既存の自動包装機では幅も高さも合わず、
手で押し込む作業になっていた。「この押し込む作業が
大変で当然、引き出すのも大変。だから包装の仕上がり
もあまりキレイにならなかった」（川奈次長）。　
　これでは自動包装機でありながら手動のような作業に
なってしまい、生産性も低下してしまっていたが、日
本シーリングに相談して「SS-001」の中筒サイズを、同
ブランケット向けに大きくした仕様の全自動包装機「SS-
015」を導入した。

全自動で効率良く脱気包装
　三方全自動包装機 SS シリーズは、袋詰め・脱気・シー
ル・カットを自動で行う包装機。たたんだタオルやユニ
フォーム等をコンベアまたは手投入するとフィルムに入
り、上からのプレスにより空気を抜いた状態としてシー

ル、カットする。
　長さや厚みの異なる商品も連続して投入し、１種類の
フィルムで包装が可能となっている。商品の大きさは複
数のセンサーで感知しており、誤って商品がずれて入っ
ても裁断することはない。
　また、電源は 100V １つで供給でき、キャスター付き
で設置後の移動も可能のほか、フィルムの交換部はスラ
イド式で、二つ折りの軽量化した 490㎜幅フィルムを採
用しており、女性でも交換作業が容易のほか、運転中に
扉が開くと自動停止する安全設計となっている。　
　手動包装の手間を解消し、大幅な時間短縮を実現する
自動包装は、外気や人の手に触れることなく異物混入も
防ぎ、より衛生的なリネンを提供することができる。ま
た、「脱気機能」は、台車に積み重ねても搬送時に荷崩
れしないほか、積載量を大幅に増やすことができ、運
搬コストの削減につながるメリットも生まれるとして、
導入が進んでいる。全方位安全カバー付の「SS-001C」、
タオル専用「SS-031」もある。

従来機より性能アップを実感
　これまでサイズが大きく手で押し込んでいたというブ
ランケットは 1日 200 ～ 300 枚で、ほかのブランケッ
トも合わせると、「SS-015」で 1日 2000 枚から 3000 枚
を生産。以前は押し込んで包装していたブランケットが
スムーズに包装できるようになり、「押し込んでいた作
業に比べれば、6～ 7倍は速くなった」という。
　サイズという点のほかにも評価は高い。「以前の包装
機はコンベアのベルトが滑るような素材のため、うまく
入っていかなかったが、今回のコンベアはピタッとグ
リップが効くのでスムーズに投入できる」とする。
　また、「開発したメーカーのこだわりというか、いろ

▲航空会社によって包装フィルムの厚みなどの指定が異なるが、フィルムの交換作業
は簡単という

●
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Narita CHIBA

▶ ▶
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んなところに細工がしてあるのがいい。例えば、品物を
包装、シールする際に一瞬、両サイドから棒が出てフィ
ルムを少し中に押し込んで折りをつけ、形を整えてきれ
いな仕上がりにしてくれる。また、高い脱気性能に合わ
せてシール部分の強度も増している」と川奈次長。
　そのほかにも、「航空会社によって、梱包をコンパク
トにしたいという要望もあれば、商品をあまりつぶした
くないという要望もあるが、同機では脱気プレスの圧を
調整することで様々な要望に応えられる」という。

物流の効率化にもメリット
　新型の包装機導入は、包装作業だけでなく配送業務に
も効果を生んでいる。航空機内で使用するブランケット
はかなりの厚みになり、カートに積める枚数も限られ台
数が増えてしまう。
　「SS-015」で脱気包装することで、カートに積める枚
数は従来の約 200 枚が 300 枚に増やせ、1000 枚納品の
場合はカートが5台必要だったが、4台で済むようになっ
たという。減った分は別の品物を積めることになり、物
流の 2024 年問題もある中で配送回数の減少は、大きな
メリットとなる。

運ぶ作業をなくして省人化へ
　今後について川奈次長は、「機械設備は古いものも多
く、数年前から設備投資計画を進めていたが、コロナで
保留となっていた。今後も物量はかなり増える見込みの
中で、例えばロールを更新して仕上げラインが速くなっ
ても、洗いも変わらなければトータルでの効率アップに
ならないので、連洗、ロール機、包装機などライン全体
を考えて更新していきたい。包装機も、今回導入した
SS-015 がかなり優秀なので、他の包装機も同機に入れ
替えていければいい。また、2階の仕上げラインでは、
日本シーリングに依頼して、ブランケットフォルダーか
ら全自動包装機を集合コンベアでつなげて成果を出して
おり、他の工程でも運ぶ作業をなくして、省人化を図っ
ていきたい」と語った。

※製品に関する問合せ、ショールーム見学や商品テスト
の申込みは、TEL048-758-4422 まで。ホームページでは
デモ運転動画も公開中（下記QRコードより）。

▲ブランケットフォルダーから集合コンベアで全自動包装機へ搬送して作業を効率化。包装機はSS-002

▲アイテムにより日本シーリングの各種包装機を使い分ける

◀脱気包装により台車への積込
量が増加。物流の効率化につ
ながった ▲ホームページ
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の面倒なアカウント登録作業は

ゼンドラにおまかせください。

!!
無料
です

総務

社内で
一括登録

登録数が1人～7人まで

登録完了メールが届きます

『リネンサプライ』他をお楽しみください

ゼンドラにてアカウント登録作業（登録まで数日かかります。ご了承ください）

登録数が数人～数十人

さあ！

ま
と
め
て

お
ま
か
せ

工場責任者

経営幹部

営業
メーカー・
商社

左の二次元コードをスマホで読ん
でPCに転送するか、URLをPCで開き転送
するか、URLをPCで開き、EXCELをダウ
ンロードしてください。
https.//tinyurl.com/2j957xuc

こちらのフォームから
詳細入力ページへ。

フォームに必要事項
を入力し、送信して
ください。

EXCELに必要事項
を入力して、ゼンド
ラまでメール送信
してください。
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　人手不足が深刻化する今、離職率の低下のためにも労
働環境の改善は必須。なかでもリネンサプライ工場にお
いては、まずは「暑さ対策」が優先課題といえる。
　初期投資を抑えながら効果的な暑さ対策が得られ、さ
らにランニングコストを大幅に低減できるとして、リ
ネンサプライ工場に 6000 台以上導入されている東横サ
ポート㈲の「クールミストLine®」。その評判は多方面
の産業にも広がり、自動車業界、金属加工や印刷工場な
ど、様々な製造現場に採用されている。
　今回は、導入事例として神奈川県綾瀬市の㈱セブンズ・
クリーナーを訪問し、笠間和夫生産統括部長に導入の経
緯や効果について話を伺った。
　
ユニフォーム中心のランドリー工場
　セブンズ・クリーナーは 31 年前、デイベンロイ＆サ
ニクリーングループの協力工場として設立し、同グルー
プの首都圏・神奈川エリアにおけるユニフォームを中心
に生産している。従業員 80名（うち 60名で稼働）。
　同社では、3年前にトンネルフィニッシャーやユニ
フォームフォルダー等を導入して生産効率を高めたほ
か、作業環境改善についても継続的に取り組んでいる。
暑さ対策は、スポットクーラーはじめ、これまでいろい
ろと試してきたと言うが、年々暑さが厳しくなる中で、
なかなか作業環境改善には至らなかったという。

　笠間部長は、「ト
ンネルを入れる前
はプレス機の台数
が多かったので、蒸
気や排熱で工場内
がかなり暑くなっ

ていた。スポットクーラーや扇風機、大型冷風機をつけ
ていても、なかなか暑さを解消できなかった」と語る。
そこで、クールミストを検討することになり、導入先の
工場を見学して効果を確認、採用を決めたという。

エアーと水だけで冷却、コストダウンに
　クールミスト Line®は、コンプレッサのエアーと少
量の水による気化熱で作業場を冷却する東横サポートオ
リジナルの冷却装置。エアーと水を独自開発の特殊ノズ
ル（特許取得済）でミキシングし、超微粒子（15ミクロン） 
のミストを噴射。その気化熱で平均－ 8℃以上の冷却効
果を生んでいる。
　また、超微粒子のミストは 95％以上がエアーで、水
の量は 1分間に７㏄のみと少量。しかも瞬間的に気化す
るので、作業者や品物が濡れる心配もなく、この「濡れ
ないミスト」がユーザーから高い評価を得ている。
　また、従来のスポットクーラーは局所的に冷やせるが、
この冷風が苦手という人もいて、体調を崩すからと使用
しないケースもある。一方、クールミストは、畳 1畳
分から２ｍ四方に気化熱式の身体にやさしい冷風が送ら

れ、その清涼感が使用者からも好評を
得ている。
　クールミストのランニングコストは、
1日約４Lの水とコンプレッサの電気代
のみ。3.7kw のコンプレッサ使用時の
1台当たりの電気使用量は 0.264kwで、

金子幸夫取締役（右）と笠間和夫生産統括部長

▲濡れないミストを噴霧するロールの仕上げ場

濡れないミストで－8℃以上『クールミストLine®』

低コストで涼しく！労働環境改善へ

神奈川県綾瀬市　㈱セブンズ・クリーナー東横サポート㈲
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◀熱気がこもり暑さが
厳しかった洗い場の作
業環境を改善

スポットクーラー（２口）の 1.7kWから約 85％の低減
となる。これにより夏場のデマンドを下げて電気料金を
大幅に削減している工場もある。
　東横サポートによると、導入工場では、初めは既存の
スポットクーラーを併用するケースが多いが、翌年には
現場で働く人たちがスポットクーラーに頼らなくなり、
よりコストダウン効果が出ているという。なかには、クー
ラーをすべて撤去したケースもあるという。

仕分けや洗い場の暑さを改善
　セブンズ・クリーナーでは昨年 6月、クールミスト
45台を導入。ミストとなる水は地下水を利用した。
　工場１階では、洗い場やロール機の前後の作業エリア
に設置。「かなりの効果があった。仕上げ場もよかったが、
とくに仕分けや洗い場はこれまでクーラーがなく、また
乾燥機からの熱気もあって暑かったが、かなり改善され
た」（笠間部長）。
　コストメリットも高く、クールミストにより扇風機の
使用は半分以下になり、昨年夏の電気代は 15％ほど低
減できたという。
　今後について笠間部長は「現在スポットクーラーは機

能しない状態。フロン規制の問題があって修理も難しい
ので、今後はクールミストを増やして対応していきたい。
また、冷風機や扇風機はミストと併用することで、より
効果を発揮するかもしれない」としたほか、「昨年は夏
場のみだったが、静電気防止にも効果があるとのことな
ので、冬場に平物の仕上げ場で試してみたい」と語った。

※製品の問合わせ、デモ機貸し出しの申込みなどは、
TEL042-737-3292 まで。

Ayase KANAGAWA

https : www.touyoko929.com
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▲ランドリー工場等に導入が進むノンプレスフィニッシャー

　業務用クリーニング機器の開発・販売をグローバル
に展開し、ワイシャツ仕上機において世界トップシェ
アを誇る㈱三幸社（本社・東京都八王子市）では、2月
14 － 15 日、東京ビッグサイトで開かれるクリーニング
産業総合展に出展。新しいコンセプトのランドリー仕上
乾燥機として導入が進む「ノンプレスフィニッシャー」
のドライ兼用型の「ST-9200DJ」、私物洗濯のほかユニ
フォームレンタルやアパレル物流にも対応する私物たた
み機「オートフォルダーAF-1000J」等を実演展示する。

綿製品のシワの伸びに優れる
　ノンプレスフィニッシャーは、ユニフォームなどを濡
れたまま耐熱ハンガーにかけて投入するだけで、スチー
ムゾーンでの加湿から乾燥ゾーンに入り、大風量の熱風
と熱板（140℃）のたたき効果により乾燥仕上げする乾
燥仕上げ機。高い乾燥効率の一方で、蒸気消費量を抑え
た省エネ機構も特長だ。
　また、本来は綿 100％などシワの多い衣類をノンプレ
スで乾燥仕上げするために開発されただけに、その仕上
がり品質は高く、ユニフォームでもとくに預かり品を扱
うランドリー業者からは「綿を含むユニフォームのシワ
がここまで伸びるのはすごい」「ロール機に通していた
病衣もこれでいける」との評価を得ている。

予備乾燥やプレス手直しが不要に
　これまで使用するトンネルフィニッシャーや素材に
よっては、タンブラーで予備乾燥を行い、さらにトンネ
ル後にプレス機でシワを伸ばす必要があり、だからトン

ネルのスピードも上げられないという課題があった。
　同機によりタンブラー乾燥なしでもシワをよく伸ばせ
ることで、濡れ掛けでの乾燥仕上げが可能となり、「乾
燥待ち」というボトルネックを解消。さらに、シワが原
因の手直しや再洗いの減少により、生産性アップや省人
化を図ることもできる。

ドライ兼用のジェネシス登場
　また、同シリーズにユニフォーム等のランドリー品の
ほか、ドライ品の仕上げにも兼用できる「ジェネシス
ST-9200DJ」が加わった。
　需要が拡大するユニフォームレンタル市場において、
協力工場の不足が課題となる中、同機によりホームク
リーニング事業者がドライ品の生産と並行して、ユニ
フォーム等を受け入れられる生産能力を持つことにな
り、協力工場の対象候補の拡大につながると期待される。
　なお、乾燥と仕上げ品質にこだわったノンプレスフィ
ニッシャーの性能は、ホームページの動画または同社
ショールームで確かめることができる。展示会では、ド
ライ兼用の ST-9200DJ を実演予定。

私物たたみの自動化へ
オートフォルダー「AF‐1000J」
　三幸社が高齢化社会への対応として開発した私物自動

㈱三幸社

好評『ノンプレスフィ二ッシャー』実演
私物たたみ機「オートフォルダー」改良型も発表



13リネンプラント　Vol.46　2024 WINTER

▲使いやすさを追求した改良を行い、私物のほかオプションでユニフォーム仕様・ア
パレル物流仕様も用意

▲手作業のたたみ工程を機械化す
るオートフォルダー

たたみ機「オートフォルダーAF-1000J」。人手がかか
る私物洗濯のたたみ作業を自動化する機械として注目さ
れ、発売以来、実際に私物洗濯工場で稼働しながら、そ
の現場の声をもとに改良が進んでいる。
　同機は、Ｔシャツ、パジャマ、タオル（バス、フェイス）、
ズボンなど様々な品物に対応。左右のクランプに両端（肩
部分など）を差し込むだけで、長さ検出センサーが二つ
折り、三つ折りなどたたみ方を選択する。ズボンなど幅
の狭いものは中央のクランプに差し込む。
　自動でたたまれた品物は１客分ごとスタックされてコ
ンベア排出する。靴下などの小物は手だたみとなるが、
スタックしたものを一時的に投入者側へ排出し、合流さ
せることができる仕組みになっている。生産能力は時間
400 点。

　また、私物のほかユニフォームやアパレル物流のたた
みに適応するオプション機能を用意した。
　ユニフォーム仕様（オプション）では、折り方をはじ
め厚さ選択・クランプ途中停止選択（ボタンかけ作業用）・
自動排出有無・枚数設定ができる。
　アパレル物流仕様 ( オプション ) では、私物仕様より
たたみ幅を狭めたタイプも用意（納入時に選択）。また、
スタックの際のプレス機能をなくし、効率を高めている。
※両製品の問合せは、TEL042-621‒1182 まで。展示会
情報は下記QRコードより。

※ショールーム見学などお気軽にお問い合わせください

圧倒的なシワ伸ばし能力!! ノンプレスフィニッシャー
ST‒9200DJ〈ドライ兼用〉

・ドライ仕上げに最適なブロワー風速
・最大処理能力 時間400点
・コンベア速度 5段階設定
・温度は110℃／140℃

・濡れ掛けOK、予備乾燥不要
・最大処理能力 時間200点
・綿・混紡素材にも最適
・高効率運転のエコ仕様

ドライモード
（ドライ品） （ユニフォーム）（ドライ品） （ユニフォーム）

ランドリーモード

風速
・最大処理能力 時間400点

ランドリーモード

ユニフォーム協力工場の生産能力アップ‼

ジェネシスジェネシスジェネシス

展示会特設ページ X（旧Twitter）
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わない最適寸法で、ドライク
リーニングから産業リネン
の濡れ掛けまで可能（ポリ
100％等の素材による）。
　スチームが外に漏れにくい
扉を採用し、投入口からのス
チームの漏れを最小限に抑え
られるのが特長。投入後、扉
を閉めて蒸気噴射することに
より蒸気消費量を節約。モード切替により連続式トンネ
ルとしても使用可能。
　熱風により加湿部の気流が下から吹き上がる特殊気流
機構の採用により品物の内側も十分スチーミングされる
ので、裏地がしっかり仕上がる。加湿室では側面ヒーター
を配置し、高湿雰囲気内の仕上げが出来る。
　また、加湿室、乾燥室は３枚のドアで仕切られており、
ボックス以上の省スチーム、省力化、作業環境の改善が
期待できる。（噴射スチーム圧は２種）
　ハンガー投入機がチェーン速度と連動しているので投
入ミスを防ぐことが出来るほか、ハンガー色に対応した
仕上げ条件を入力しておけばハンガー色を読み、自動で
処理条件が変更可能（最大４枚まで。オプション）。
処理スピードは４つのモードで切替可能。仕上げ剤の噴
霧が可能（オプション）。

ユニフォームフォルダーYUN-221B
　低価格、コンパクトの半自動ユニフォームフォルダー。
セミオート（要袖折り）にすることで省スペース、ロープ

ライスを実現した。
　白衣、看護衣、ズボン、
作業着など、幅 600㎜、丈
1500㎜までの商品に対応
し、二つ折り、三つ折りを
任意で切り替えできる。重
ね排出（高さ 300㎜まで）
を可能としており、スパの
浴衣重ねタタミにも最適。
　タッチパネル搭載により

　トンネルフィニッシャーや各種プレス仕上機、包装機
等の製造販売を国内外で展開するワイエイシイマシナ
リー㈱では、好評のトンネルフィニッシャー「ドラゴン
(YUN-312A)」の小型機＜YUN-740 ＞を開発。詳細は２
月 14～ 15日に東京ビッグサイトで開かれるクリーニン
グ産業総合展で発表する。以下、出品機種等を紹介する。

高生産・省エネ型トンネル「ドラゴン」
　高品質・高生産・省エネ・コンパクトの同機は、「仕
上がりと乾燥の両立」をコンセプトとした「加湿ゾーン」
と「乾燥ゾーン」が特長。品物は濡れ掛けの状態で横向
きに加湿ゾーンに入り、シワを蒸気と熱でほぐし、熱風
吹き降ろしによる揺動で伸ばす。また、蒸気のかけ方に
も大きな特長があるという。
　同社独自のスチームブローユニットは二層になってお
り、内側の蒸気層から出た蒸気は、アルミ多孔板の穴か
らドレンの少ない乾燥した蒸気となって品物の両側から
ムラなくかかることで、直接噴射による蒸気ムラ、品物
へのダメージといった課題をクリアしている。
　乾燥ゾーンでは正面に向きを変え、品物の間隔を詰め
た状態で大風量の熱風を吹きかけ、効率良く乾燥を行う。
大風量や乗り移り時に品物が落下しない機構となってい
るほか、落下センサーを装備し、落下しても出口まで自
動排出する機構（オプション）も備えている。
　新開発の小型版「YUN-740」の詳細は展示会にて。

少量生産向けトンネル「YTB-180」
　YTB-180 は、トンネルなのにスチームボックス以上
の仕上げ力を持つ。乾燥部の室内幅が厚物、薄物を問

▲YTB-180

▲ YUN-221B

ワイエイシイマシナリー㈱

好評のトンネル「ドラゴン」シリーズに小型版

ミニドラゴン『YUN-740』発売

▲YUN-740
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象物を落下させる。これにより、安全で効率の良いポケッ
ト検査となるほか、インクや顔料の入った異物を確実に
除去することで、洗濯時のトラブルを未然に防ぐことが
できる。
　ALPS のもう一つの機能であるソーティングは、カ
ラーセンサーによりユニフォームを白・色物・淡い色の
3種類に仕分けする。カラーセンサーのほか、RFIDタ
グによる仕分けにも対応。仕分け工程の自動化により省
人化を図ることができる。
※製品に関する問合せは、TEL042-546-1164 まで。

各種情報表示、設定変更が可能（品物排出方向は左・右・
後を選択可能）。

ユニフォームＸ線検査システム「ALPS」
　ユニフォーム用X 線検査装置にピッカーと仕分け機
能を加えたシステム「ALPS（アルプス）」。
　ピッカーは、ユニフォームをピックアップアームで 1 
枚ずつ引き上げ、コンベアに広げて乗せ、無人でX線
検査装置に投入する。最大処理能力時間 1,200 枚。
　ピックアップアームは、品物を検知し、左右に動きな
がらつかむが、つかみ損ねた場合は元の位置に戻らず、
そのまま再度つかみにいくリトライ機能を持つ。
　ユニフォームのポケットに入っている異物を検知する
X線検査装置は、画像登録したボールペンや針、印鑑、
リップクリームなどを検知し、コンベアが下に開いて対

◀ポケットの異物（印鑑）をX 線で
検出、モニターに表示される。ボー
ルペンや消しゴム、リップクリーム、
針などの小物を独自のアルゴリズム
で検出

www.yac.co.jp Email:cs@yac.co.jp

YAC ユニフォーム用トンネルフィニッシャー 〈YUN-740〉

高速乾燥を両立

クリーニング産業総合展

好評の
ドラゴンシリーズ

2月14～15日・東京ビッグサイト

高品質仕上げと

M I N I  D R A G O N

クリーニング産業総合展

ドラゴンシリーズ

2月

発売‼

小型版
詳細

展示会にて発表‼

本　　　社　〒196-0021 東京都昭島市武蔵野 3-10-6　TEL：042-546-1164　FAX：042-546-8776
大阪営業所　〒578-0912 大阪府東大阪市角田 2-1-36（ワイエイシイエレックス株式会社 本社内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL：072-966-5622　FAX：072-966-5624
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　シミ抜き機の開発販売、技術指導を行う㈲コスモ超音
波研究所（福井市）では、ユニフォーム・リネンサプラ
イ工場向けの局所排気装置付シミ抜き機Cosmo Pro（コ
スモプロ）CP-900 シリーズの最新型で、要望の多かっ
た薬品庫の容積を拡大したほか、日常メンテナンスをし
やすいように改良した「CP-900-J3」を販売中。
　リネン・ユニフォーム類のシミ抜きは、再洗率や廃棄
率を低減し、コストダウンを図ることができる。また、
廃棄リネンの削減が SDGs につながると提案する同社で
は、2月 14 ～ 15 日、東京ビッグサイトで開催される「ク
リーニング産業総合展 2024」にも出展し、シミ抜き実
演を行う。

誰でも簡単、かつ安全な作業環境へ
　リネンサプライ・ユニフォーム工場におけるシミ抜き
は、通常の洗いでは落ちないシミを落とすことでリネン
の長寿命化につながり、再洗率低減も合わせてコストダ
ウンとなるが、専門技術者が担当しては人件費がかさむ
ことになってしまう。
　そこで、誰でも簡単に効率よくシミ抜きができ、かつ
安全な作業環境を確保できるとして大手リネンサプライ
工場等に採用されているのが、局所排気装置付シミ抜き
機Cosmo Pro（コスモプロ）。
　その最新バージョンの「CP-900-J3」は、作業効率を
高め、安全性や省エネ性にも配慮したシミ抜き機。主な
特長は次のとおり。
●安全性
　有機溶剤中毒予防規則対応の「局所排気装置」で、作
業テーブルの奥側で排気を吸引し、ダクトにより屋外へ
排出する。人体への影響を最小限に抑える安全設計で、
これによりシミ抜き台設置時に義務付けられる換気扇
（有機溶剤中毒予防規則）も不要となる。
　また、下部の鍵付き薬品庫は改良により容積を拡大し
ており、劇毒物保管に関する法令にも対応している。
●省エネ
　人感センサーと非接触スイッチ搭載により、自動で局
所排気をコントロールするほか、ライトも非接触でON

／OFFが可能。
●作業効率向上・省スペース
　シミ抜きガンは、従来機より 20％軽量化して作業性
を高めた（ガンは４台設置可能）。また、薬品を置く棚
も大きく、煩雑になりがちな薬品を並べて置けるので使
用時にすぐ取り出せる。
　省スペースも特長で、機械内部にシミ抜き溶剤や水を
置くスペースを確保しており、機械周りに溶剤缶やポリ
タンクを置かなくて済む。
　なお、排気装置のカバーは取り外しでき、メンテナン
スを容易にしている。

シミ抜きで長寿命化、SDGsを推進
　同社では、このシミ抜き機によりリネン類の 3R に取
り組むことで SDGs に貢献できると提案している。
　SDGs の目標の一つ「つくる責任つかう責任」では、
再生利用等により廃棄物を大幅に削減することが掲げら
れている。これまで廃棄していたリネンをシミ抜きで再
生し、長く使用して廃棄物を削減することは、コスト削

▲安全作業に配慮した局所排気装置付のCosmo Pro

㈲コスモ超音波研究所

局所排気装置付シミ抜き機 「CP-900-J3」

安全で省エネ、作業性に優れたシミ抜き機
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も付けて、長時間使用しても最低限の力で扱うことがで
き、疲れない設計にしている。
　高品質マイクロミストのジェット噴霧により、ムラの
ないシミ抜き処理を可能としている。
※問合せは、TEL0776-38-1144 まで。※関東営業所も開
設し、全国素早いアフターフォローでお客様の要望に対
応しております。

減とともに「つくる責任つかう責任」を果たすものであ
り、SDGs に貢献する会社として企業価値向上を図り、
取引先等にもPR できる。

軽量、扱いやすいシミ抜きガン
　同社では、フルモデルチェンジしたシミ抜きガン「コ
スモプライム」を昨年発売。
　コスモプライムは、設計の見直しにより従来機種の重
量 850g から 680g となり、20％の軽量化に成功した業
界最軽量（同社調べ）のシミ抜きガン。現場で使用する
オペレーターの年齢や性別などを分析し、ユニバーサル
デザイン（人間工学）を採り入れて再設計を行った。
　従来機種は、男性基準でグリップも太め（周囲 150㎜）
に設計していたものを、手の小さな女性でも扱いやすい
ように細めのグリップ（周囲 137㎜）に変更。指の凹凸

〈省エネタイプ〉CP-900-J3〈省エネタイプ〉

※薬品庫の
　容積拡大!!

約20％
軽量化！

コスモプロ

再洗率・廃棄率を低減!!再洗率・廃棄率を低減!!

〒919-8181　福井県福井市浅水町105-1-1 TEL0776-38-1144
関東営業所　TEL080-8699-8675
www.cosmo-usl.co.jp/  E-mail：cosmo@cosmo-usl.co.jp
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NLC㈱

とが出来、より多くのフィードバックを得ることで、ユ
ニフォーム管理の知識と経験を蓄積している。

２．運用体系に合わせたご提案
　ユニフォーム管理システムには様々な使い方があり、
使用するユーザーによって必要な機能は変わってくる。
同じリネンサプライヤーでも、工場の規模により管理方
法は変わり、またシステムを使用してユニフォームレン
タルを行う場合も、リネンサプライヤーとアパレルメー

　耐洗ラベルメーカーのNLC㈱（埼玉県八潮市）では、
業界に先駆けて 1990 年代にはユニフォーム管理システ
ムを作成し、2005 年には、今では主流と成りつつある
WEBを利用したユニフォーム管理システムをいち早く
開発し発売するなど、常に業界の先駆者として第一線を
走り続けている。そして、2013 年に新たにシステムを
再構築し『ラベンリ』を発表。NLCでは、常に時代の
変化に対応しながらユニフォーム管理システムを進化さ
せ続けている。

１．他社にはない専門性
　NLCはユニフォーム管理のスペシャリストとして、
30 年以上にわたりユニフォーム管理だけを専門に取り
扱っている。「他社のユニフォーム管理システムは、リ
ネン管理や物流管理から派生したシステムがほとんどだ
が、NLCではユニフォーム管理専門に扱っているため、
実際の運用に基づいたシステムを構築することが可能」
という。また、管理に必要なバーコードラベルも自社で
開発することによって、お客様とのかかわりを深めるこ

NLCのユニフォーム管理システム
『ラベンリ』が選ばれる理由
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カーでは必要な機能が異なる。それらすべてを 1つのシ
ステムで賄おうとすると、必要ではない機能があり、非
常に扱いにくいものとなってしまう。NLCでは、そう
いった要望に応え、システムをパッケージ化して必要な
機能だけを使えるようにしているため、お客様の運用体
系に沿ったご提案を行うことができるとしている。

３．万全のサポート体制
　NLCでは、ユニフォーム管理に精通したサポート専
門のスタッフが常駐。担当者が休んでしまい、使用法が
分からくなってしまったり、意図しないエラーが発生し
た場合でも、すぐにトラブルに対応することができるた
め、安心していつでもシステムを利用できる。

４．個人情報配慮のセキュリティ体制
　近年、個人情報の漏えいやデータの改ざんなど、セキュ
リティ対策に注目が集まっている。NLCの最新のユニ
フォーム管理システムのラベンリでは、すべての通信を
暗号化しているため、通信傍受によるデータ漏洩の心配
がない。サーバーは、専用ファイアーウォールを設置し
ており、不正侵入を防止。WEBのデータは、閲覧制限、

機能制限を持ったログイン IDで管理しているため、不
要なデータへのアクセスや、不正なデータ変更を制御す
ることができる。

５．初期費用が掛からないレンタル方式
　同社では、様々なユーザーにシステムを提供している
が、提案を進めていく中で、管理している案件の一部の
顧客のみシステムが必要なケースが多々あったという。
そういったケースは、特定の顧客のみにシステムの費用
として数百万円もの金額を投資することは難しくなる。
そこでラベンリでは、システム費用を従量課金制のレン
タルとすることで、初期投資を抑え少数の顧客でもシス
テムを導入しやすい環境を用意している。

　このようにNLCでは、ユニフォーム管理を行う数多く
のお客様と接してきた実績があり、これによって培われ
た経験からユニフォーム管理に最適な提案を行っている。
「様々な業種・業態のお客様からのご要望にも応えられる
体制を整えていますので、ユニフォーム管理でお困りの
場合はお気軽にお問い合わせください」としている。
※問合せは、TEL048-999-3113 まで。
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事業全体を見える化、業務を効率化するABSSolute

SaaS、レンタル契約で導入費用圧縮

▲ ABSSolute のデータ活用により適正な生産計画が可能となるなど、様々な業務
を効率化する

▲棚卸し実数を入力すれば出荷指示数量が自動計算される

　テキスタイルレンタル業向けの IT ソリューションを
提供する世界的マーケットリーダー、ABSランドリー
ビジネスソリューションズ。テキスタイルレンタル業
専用に開発された同社の統合基幹業務システム（ERP）
「ABSSolute（ アブソルート）」は、５大陸にある 750 
工場で日々利用され、国内でも大小事業規模を問わず、
各地で導入が進んでいる。

様々な事業規模に対応する基幹システム
　リネン資材、生産、流通、人など事業全体を見える化し、
業務を効率化していくABSSolute は、最先端技術を駆
使した最新世代のソフトウェアで、多工場型企業、単一
工場、業務請負ランドリー工場など、あらゆる事業分野
を網羅する。
　また、モジュール式アプローチを採用し、各々のシス
テム導入を各ユーザーのニーズに適合するよう調整して
いる。
◆ ABSSolute の構成概要
①テキスタイルレンタルERPインフォメーションシス
テム
②ランドリー工場、配送、お客様側でのロジスティック
スサポート
③ランドリー特有の設備とのインターフェース（ソー
ティングシステムやディスペンサー等）

④ロジスティックス全体でのRFIDサポート
⑤顧客契約情報管理、納品書作成、請求書作成、各種生
産レポート作成など

事業全体のあらゆる業務を効率化
　ABSSolute による業務の効率化の一例として、請求
書発行など各種帳票に関する業務を大幅に効率化できる
ことが挙げられる。
　システム導入工場では、客先在庫を把握する「棚卸
し」を定期的に実施。ABSSolute のスマホアプリ「リ
ネンアシスタント」（オプション）により、各客先の標
準納品数・適正在庫数が入っているフォーマットに棚卸
し実数を入力すると、在庫を適正化するための納品数量
が自動計算される。例えば、適正在庫数に対し在庫実数
が 20 枚多ければ、標準納品数 100 枚から 20 枚を引い
た 80枚が変更納品数量として出てくる。
　さらに、そのデータは出荷指示書・納品書・請求書に
も反映されるため、工場では必要数に応じた適正な生産
計画を立てられるほか、各種帳票の手書き作成が不要と
なり、締め日に残業して請求書を作ることもなくなる。
ABSSolute 導入の国内大手では、月末に行う大量の請
求書発行業務を、わずか 30 分で完了させているという。

SaaSとしてパッケージソフトを提供
　この「ABSSolute（アブソルート）」については、
SaaS（Software as a Service）として提供を行っている。
パッケージソフトをクラウドの利用により必要な機能を

ABS ランドリービジネスソリューションズ
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必要な分だけ利用できるようにしたもので、自社専用に
開発するソフトや、他業種のパッケージのカスタマイズ
より安価となる。
　また、ハードウェア購入・構築・管理などが不要にな
るほか、短期間での利用開始や、ユーザー数や処理量の
急な増減にも対応しやすい、常に最新のソフトウェア機
能を使用できるのがメリット。運用後に機能を拡張、あ
るいは一部機能を外すことも容易にできる。

レンタル契約により初期費用を圧縮
　さらに、ABSSolute のライセンスを月々定額制とし
たレンタル契約により、初期投資を抑えて導入できるよ
うになっており、世界各国の企業で日々利用される最新
のシステムを手軽に利用できるようにしている。
　また、管理システムの運用では、ランサムウェアの被
害を受けないためにもセキュリティシステムや専用の人
材にコストがかかってくるが、ABSSolute のレンタル
サービスでは、サービスの品質を保証する SLA（サー
ビスレベルアグリーメント）を含んでおり、セキュリティ
管理についても安心して利用することができる。
　同サービスでは、Oracle サーバーを利用することに

より、常にパフォーマンスを損なうことなく、かつ高度
なセキュリティ機能により顧客データベースやアプリ
ケーション・データを保護。セキュリティの不安を解消
するとともに、ユーザー側で管理する作業がなく、社内
にエンジニア等の人員を置く必要もなくなり、人件費を
削減する。なお、システムレンタル料は契約工場数など
によって変動する。

　ABS日本支店では、3月よりスタッフを増員して体
制強化を図っている。詳しい問合せは、TEL03（6264）
9985、またはメール：Soshi.Nakagawa@abslbs.com

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-25-11
TEL 03 -6264-9985
MAIL info@abslbs.com

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-25-11
TEL 03 -6264-9985
MAIL: Soshi.Nakagawa@abslbs.com

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-25-11
TEL 03 -6264-9985〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-25-11

世界750工場が採用〈テキスタイルレンタル業統合基幹業務システム〉

世界におけるマーケットリーダー
省人化とコスト削減を実現

最新のUHF RFIDテクノロジー
ビジネスとともに成長する拡張性

リネンサプライ専用工場管理ソリューションGlobe

ABSランドリービジネスソリューションズ日本支店

世界600工場が採用
テキスタイルレンタル業
統合基幹業務システム

. . . a  w o r l d  o f  e x p e r i e n c e

TEL 03 -6264-9985
MAIL info@abslbs.com

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2-25-11
TEL 03 -6264-9985
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Wash Manシリーズで業務を効率化
販売管理、入出庫管理、Web受注管理システム

㈱アクティブ

　㈱アクティブ（東京都台東区）では、リネンサプラ
イ事業やユニフォームレンタル事業の業務を効率化す
る「Wash Man リネン管理システム」「Wash Man 入出
庫管理システム」、さらにWeb での受注管理ができる
「Wash Man Web システム」を開発、販売中。クリー
ニング産業総合展 2024 にも出展し、提案を行う。

Wash Manリネン管理システム
　Wash Man リネン管理システムは、従来の管理ソフ
トでは行き届かなかった機能を盛り込んだリネンサプラ
イ業専用の販売管理システム。
　例えば、
・「月々のリース・レンタル料」自動売上計上
・各種ホテル・宿泊施設向け専用伝票の印刷設定や、二
次受けクリーニングの場合の一次受け企業に対する「納
品先単価設定」
・「契約商品単価」変更の履歴データ参照
・工場別・事業所別・外注先別売上分析機能及び「数量
報告書」の簡単な作成
―など、日々の細かな業務に必要な機能を予め搭載、業
務負担の軽減を図ることができる。
●システムの主な機能
①売上日次業務
②請求業務
③随時業務

④月次・仕入・在庫管理
⑤各種分析
⑥数量報告書作成

Wash Man Web システム
　Wash Man Web システムは、契約状況をお客様と
Web 上で共有する「契約管理」、お客様がWeb 上で契
約商品の増減等変更依頼や注文を行う「受注管理」の機
能のほか、Wash Man 販売管理システム・入出庫管理
システムを連携することで、配送員がお客様先で入力し
てリアルタイムで情報を取得できる「引取納品数量管
理」、商品状況をリアルタイムに把握できる「入出庫管理」
等の機能も可能となる。
　従来、ユニフォームやリネンの数量変更などをお客様
から電話やメール、FAX などで受注すると、本部では
Excel などで入力作業を行い、さらに自社工場や協力工
場にもその変更内容を伝えて問合せ対応業務が完了す
る。
　こうした手間のかかるやり取りを、Webシステムで
は互いにリアルタイムにチェックしながら数量の変更等
に対応。電話等での応対や、その入力作業が減って業務
が効率化できるほか、受注時の手書きや入力作業をなく
し、その際のミスを防げるのもメリットといえる。
　Webシステムの引取納品数量管理では、ルートスタッ
フの業務の効率化にもつながる。客先の在庫確認時にス
マートフォンなどで引取数量・納品数量等を入力すると、

データは本部管理システムへ。本部や工
場がリアルタイムで情報を把握すること
で、業務を効率化できる。
　受注業務、引取納品数量の管理業務を
システム化することで、誰でも代わりが
できる業務として、人手不足対策にもつ
なげることができる。
　自社工場や協力工場では、入出庫情報
をシステム上で共有し、所在や修理など
商品状況をリアルタイムで把握。自社、
エンドユーザー、協力会社間での問合せ
確認業務を削減できる。▲ Wash Manシリーズの連携で契約・受注管理とともにリアルタイムの商品管理も可能に
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　また、受注データや引取納品数量情報のリアルタイム
共有により、工場では早めに生産計画や出荷準備を行う
ことができることから、人手不足の状況において、ムダ
のない最適な人員シフトを組むこともできる。

「IT導入補助金」を活用できる
　なお、アクティブのWash Man シリーズの各システ
ムは、ＩＴ導入補助金（最大 150 万円）の対象機種となっ
ている。今年度は終了しているが次年度へ移行登録を済
ませており、令和 6年度における申請が可能となってい
る。

CLV21、ホテレスショーに同時出展
　アクティブでは、2024年２月13日（火）～16日（金）に、
東京ビッグサイト東展示棟（１～８ホール）にて開催さ
れる外食・宿泊・レジャー業界に向けた商談専門展「国
際ホテル・レストラン・ショー（HOTERES JAPAN）」
に出展。
　また、同時期となる２月 14 日（水）・15 日（木）に
東京ビッグサイトの西１ホールにて開かれる「クリー
ニング産業総合展 2024 ～クリーンライフビジョン 21 in 
Tokyo」にも出展する。
　ホテレスショーでは、温浴施設向け統合業務管理シ
ステム「湯～ランド」、クリーニング産業総合展では、
Wash Man シリーズの本部管理、外交管理、入出庫
管理（ハンディ端末）契約管理 +受発注管理（Wash 
Man Web）等の各システムの出品を予定している。

※問い合わせは、TEL03-5688-3752 またはホームページ
（QRコード）より。

■商品の入出荷日時
■各商品の洗濯回数や修理履歴
■Webシステムによる、個別商品状況や
　工場在庫数の確認
■各種帳票の出力

Wash Man　Webシステム

●契約管理
契約状況をお客様とWeb上で共有。
問合せ、確認、資料作成といった業務を削減。

●受注管理
お客様がWeb上で契約商品の増減など
商品の変更依頼や注文を行う。
受注業務での入力、やりとりの手間を削減。

●引取納品数量管理
出先で納品数量入力、伝票発行。
本部がリアルタイムでデータを共有。
手書き→帰社後の入力作業を削減。

●商品状況のリアルタイム共有
配送員・工場・お客様が商品の所在を把握。
お客様からの問合せ対応、確認業務を削減。
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　繊維加工メーカーのダイニック㈱は、長年にわたり国
内外で販売している洗濯表示ラベル「ニックセブン」の
開発で培った特殊コーティングラベルの製造・販売を
2013 年から始め、累計 4,000 万枚以上の病院白衣／食品
工場／飲食店用ユニフォームの入出庫管理ラベルや名札
ラベルに使用されている。

防塵服などにも対応する高耐久ラベル
標準4色、特色も製造可能
　従来、接着しにくかった防塵服への接着性能を高め、
乾燥工程でのチェスト・カレンダーロールでも安定的に
使用可能となっている、“新商品 CP2610HMES”の販
売を開始し、多くの顧客ニーズをつかみ支持を得ている。
　カラーバリエーションは、イエロー・ブルー・ピンク・
グリーンの 4色を標準色とし、ロットが見合えば特色対
応も製造可能だ。
　防塵服対応では、食品工場向けニーズや医薬・化学品
を取り扱う専門リネンサプライヤーからの要望も満たし
ている。
　過酷なリネン洗濯においても印字堅牢度・耐接着性能
は、50 洗／ 100 洗に耐える設計となっているほか、柔
らかくて薄く、耐熱性に優れたラベルとなっている。

自社開発の専用インクリボン「RN-35P」
シャープな印字品質と優れた耐久性
インク滲みがなく、移染・汚染問題も解決
　専用インクリボンRN-35P は、シャープな印字品質と
優れた耐久性が得られ、インク昇華汚染の心配もない、

ダイニック㈱

安定したトータル対応を
実現している。
　ユニフォームの再利
用・B 品活用時にも、イ
ンク起因でのラベルから
の移染を防ぐ特長を備え
ている。
　大判ラベルであればあ
るほど困る、インク残り
の問題も一掃する事がで
きる。さらに、圧着時の
上ゴテにインクが付着するトラブルもなく作業性が高
まった。
　導入前には、顧客先とのヒアリングを行い、現在抱え
ている問題点に対し、導入前テスト・評価を実施。ラベ
ルの剥がれやインクの滲みによる視認性・誤読性、防塵
服など高機能ユニフォーム対応などの問題を解決してい
ることで、すべて切り替え導入の判断が新規顧客先から
得られているという。

技術サポート力と営業支援
トータルソリューションを提供
　メイド・イン JAPANのメーカーである同社は、ラベ
ルとインクリボンだけの顧客対応ではなく、周辺商材で
ある、各種プリンター機器・ラベル発行システム・圧着
機導入・RFIDタグ・ハンディリーダー等をトータル支

自社開発・製造で高い支持得るラベル・インクリボン

『シータスCP2610HMES』が好評
◀
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▲インクリボン「RN-35P」
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援している。ラベル切替だけに留まらず、顧客先が抱え
る問題点と新規導入時の要望にも柔軟に対応する。
　今までに、ありそうでなかったトータルソリューショ
ン営業をリネンサプライ業界において着実に成果を出し
ている事も最大の魅力だ。さらには、プレ印刷対応やユ
ニフォームへのラベル発行・圧着業務も検討している。
　導入後のフォロー体制は、開発技術者が直接現場へ向
かい、お客様と一緒に事象の 原因や問題点を抽出して
対策を行うほか、より安心して使用できるポイントを直
接紹介し案内することができることも強みとしている。
　日本品質・国産メーカーだからこその、使いやすさと
信頼性を兼ね備えた製品とともに、こうした「製品に対

する対応力」が評価され採用が広がり続けている。
※製品に関する問合せは、TEL03（5402）3137 または
ホームページまで。https://www.dynic.co.jp
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EID SYSTEM㈱

○リネンサプライヤー様に好評を得ている耐洗ラベル用 熱圧着機「LP-15」シリーズ全機種を展示。
○業界初！ 「ほつれゼロ」「低価格」を実現する新素材を採用した、耐洗ラベルの新製品を発表。
※実用新案取得済み / 特許出願中　　詳細は展示ブースにて。

　自動圧着機は、別途コンプレッサーの用意が必要。その他、詳細についてはEID SYSTEM ㈱まで問い合わせを。
※資料の請求・見積もり・商談依頼などについては、EID SYSTEM㈱下記ホームページのお問い合わせフォームか
ら、必要事項を記入のうえ送信する。
http://www.eidsystem.co.jp　→　トップページ右上の「お問い合わせフォーム」をクリック

EID SYSTEM 
クリーニング産業総合展2024に出展‼
2月14日～15日　東京ビッグサイト 西１ホール

・ サイズ
・ 熱板
・ 温度
・ タイム

・ 重量
・ 上ゴテ
・ 電力
・ 保証

………
…………
…………
………

…………
………
…………
…………

縦570㎜×幅420㎜×高さ360㎜
15㎝×15㎝
0 - 250℃
0 - 999秒

27キロ
15㎝×15㎝
600W
1年間

●自動式・2連圧着機「LP-15D」
場所を取らないコンパクト設計の自動圧着機　スライドヘッド採用で作業効率が大幅に向上
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EID SYSTEM 
クリーニング産業総合展2024に出展‼
2月14日～15日　東京ビッグサイト 西１ホール

トゥイニーマット

・ダブルヘッドタイプの高効率マシン
・エアーコンプレッサ式のフルオートシステム
・カラータッチディスプレイで簡単操作

300dpiの高画質プリントが可能な
小型・軽量・簡単操作の
デスクトップ型ラベルプリンタ

・薄型で柔軟性がある
 フレキシブルなICタグ。
・最大読取り距離は6m前後で、
 マルチリードに適しています。
 熱圧着で簡単に取り付けできます。

・円形で小型のICチップ。
 専用ポーチに入れて縫いつけたり
 することで違和感のない着心地を
 保つことが出来ます。
・読取り距離は最大約40㎝で
 ユニフォーム管理などに適しています。

既存の機器へのマッチングのほか、
圧着機やラベルプリンタの手配まで
柔軟にご相談いただけます。

ユニフォーム管理用HFタグ
（13.56MHz）ISO18000-3

ユニフォーム管理用UHFタグ
（916～928MHz）ISO18000-6

製品ラインナップ
耐洗ICタグ ラベルプリンタ・圧着機

EID SYSTEM 株式会社 
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-29-9ネオテック水天宮ビル
TEL. 03-5823-4762　　　　　 FAX.03-5823-4768
Email　info@eidsystem.co.jp　http://www.eidsystem.co.jp/

熱転写式プリンタTTP-345

・ サイズ
・ 重量
・ 熱板
・ 上ゴテ
・ 温度
・ 電力
・ タイム
・ 保証

………
…………
…………
………

…………
…………
………

…………

縦400㎜×幅165㎜×高さ630㎜
15キロ
15㎝×15㎝
15㎝×15㎝
0 - 250℃
600W
0 - 999秒
1年間

●自動式・圧着機「LP-15S」
シングルヘッドのオートオープンタイプ

・ サイズ
・ 重量
・ 熱板
・ 上ゴテ
・ 温度
・ 電力
・ タイム
・ 保証

………
…………
…………
………
…………
…………
………
…………

縦380㎜×幅220㎜×高さ570㎜
12キロ
15㎝×15㎝
15㎝×15㎝
0 - 250℃
600W
0 - 999秒
1年間

●手動式・圧着機「LP-15M」
簡単設置・簡単操作のマニュアルタイプ
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　ユニフォームレンタルを中心に、サービスの付加価値
を高めるためロゴマークや社名、イラストなどを使った
エンブレムラベルの採用がすすんでいる。刺繍よりも手
軽に取り扱いでき、デザイン性を重視したものが作れる
ため、企業イメージのアップ、従業員のモチベーション
向上につながることも採用理由にあげられる。ヒート
シール機によるプレスするだけの簡単な取り付け方法
で、必要な時に必要なラベルを手軽に貼れることも大き
なポイントだろう。
　その使用用途から過酷な洗浄条件や使用条件があるた
め、特殊なラベル素材やインクが必要とされ、以前はデ
リケートな色合いの再現や複雑なラベルの形状などが難
しいケースもあった。しかし最新の技術により、より美
しいラベルが作成できるようになってきている。

デジラインを新発売
　有限会社共栄産業は高品質で長寿命のラベルを各種取
り扱っている。バーコードラベルからエンブレムラベル、
転写ラベルなど、顧客ニーズに応える製品を幅広く展開
し、さまざまなビジネスシーンで活用されている。
　今回、最新のデジタル印刷で、明るく鮮やかにデザイ
ンできる熱溶着式のエンブレムラベル・デジラインを新
発売した。最も先進的なラベルのひとつだ。
　デジラインはパントンマッチングシステム（Pantone）
で希望の色を再現でき、写真レベルのクオリティでラベ
ルを作成可能。ほぼすべての形状やサイズでラベルを作

共栄産業

ることができ、小ロットにも対応し、納期の短縮もはか
られている。また織物調に仕上げることもでき、全体的
な見栄えを向上できる。
　テキスタイルに取り付けた後は 95℃までの洗濯工程
に対応。高温洗濯を繰り返しても、ラベルの鮮やかなカ
ラーが損なわれることもない。強度と耐久性を必要とさ
れるユニフォームやリネンなどの製品に使用する最適な
ラベルとなっている。
　
デジラインの主な特長は次のとおり。
　・パントン対応のデジタル印刷で美しい仕上がり
　・95℃まで工業洗濯が可能
　・ヒートシール可能な素材に貼り付けできる
　・すぐれた耐薬品性
　・小ロットに対応
　・自由度の高いラベルの形状とサイズ
　・ロングライフ仕様
　
　デジタル印刷で完成度の高いアートワークを実現で
きることで、より活用の幅が広がる。またデジライン
は世界最高水準の繊維の安全証明であるエコテックス
（OEKO-TEX）の認証を受けている。安全性、信頼性に
もすぐれたラベルだ。

デジタル印刷で高いクオリティ
300℃の高温先進的なエンブレムラベルが登場
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転写式のトゥルフレックス
　有限会社共栄産業は転写タイプのラベル・トゥルフ
レックスも発売している。ヒートシール機で簡単に熱転
写ができるもので、ベースに特殊素材を用いているため、
繊維にしっかりと、滑らかに取り付けできる。十分な強
度があるにもかかわらず、まるでテキスタイルの一部の
ように転写されるため、ソフトで着用感も快適だ。
　トゥルフレックスは耐熱・難燃繊維のノーメックス、
ナイロン、クリーンルーム用の衣類など、ほとんどの繊
維製品に取付けが可能。防炎服、防護服などにも転写で
き、オレンジ、緑、赤、ピンク、黄色などの視認性の高

い色も使える。そのため欧米では警備や警護などセキュ
リティ関連サービスのユニフォームでも数多く採用され
ている。
　60 ～ 95℃までの高温洗濯に対応し、取り付けと同様
に、ヒートシール機で簡単に剥がすこともできる。可能
性を秘めた非常に用途の広いラベルといえる。
　
　同社では各種ラベルのサンプルも用意しているので、
ご希望の方は連絡してほしい。
　問合せ先はTEL03(3315)6224、またはホームページま
で。http://www.kyoeinet.com

	��������	��
��
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柴橋商会、小田原工場 竣工

●最新機器・システム導入
　新工場では、全工程において最新
システムを導入。多品種を大量に処
理できる仕分けシステムを構築した
ほか、衛生面では異物除去専用タン
ブラー、オゾン消毒機、感染品処理
専用室、ワゴン・リネンバッグ自動
消毒搬送ラインなど、衛生管理徹底
の仕組みを整えた。
　生産ラインでは、タオル自動機を
12 台（防水シーツなど大判商品向
け自動機２台含む）設置し、タオル
の投入からたたみ、結束、搬送を自
動化して大幅な省人化を図った。同
工場は近隣 2工場を集約しての稼働
となるが、これまでの人員 240名が、
新工場では 130 名になるという。
●作業環境の向上
　工場の暑さ対策として、省エネ型
の空調システムを完備したほか、熱
源となるロール機を隔壁で仕切り、
作業エリアと区分して暑さを抑え
る。また、シーツ投入ではイスやバー
に腰かけた状態で作業できるように

して労働負担の軽減を図っている。
●再生可能エネルギーの活用
　工場には太陽光発電設備を設置し
たほか、高効率型のリネン設備、排
熱利用設備、乾燥設備を導入するこ
とでエネルギー起源二酸化炭素排
出量を抑制、低コスト・高効率化
を実現しており、「先進的省エネル
ギー投資促進支援事業」、「カーボン
ニュートラル投資促進税制」、「神奈
川県自家消費型再生可能エネルギー
導入補助金」にも採択されている。
　竣工式当日は、神事に続いて起動
式、内覧会、祝賀会が行われた。柴
橋社長は挨拶で「新工場は、品質は
もちろん、効率化や環境配慮をコン
セプトとした。自動化を徹底して品
質と生産性を同時に達成し、また再
生可能エネルギーを積極的に活用し
ている。この工場で、当社の『衛生
的な商品を地域の皆様に安定してお
届けする』という理念を実現してい
きたい」と語った。

　医療・福祉施設向けリネンサプラ
イ事業を展開する㈱柴橋商会（本社 :
横浜市、柴橋和弘代表取締役社長）
では、小田原市富水エリアに新工場
を開設し、1月 22 日には竣工式が
開かれた。
　柴橋商会は昭和 3年（1928 年）、
横浜市にて寝具の製造販売及びリー
スの事業で創業。昭和 37 年（1962 
年）には病院基準寝具事業を開始。
その後は、寝具類のリース・リネン
サプライから、福祉用具レンタル・
販売、人材派遣、給食業務受託まで
幅広いサービスを展開して成長し、
医療・福祉介護向けリネンサプライ
事業において神奈川県下でトップ
シェアの企業となっている。
　小田原工場は、品質・生産能力・
生産効率のさらなる向上をコンセプ
トとして新設。その立地は神奈川県
内でも有数の豊かな水源地として知
られ、天然の清水が湧き続けており、
その豊富な地下水を 100％利用し、
白度の高い清潔な製品を安定して生
産するとしている。生産量は 50 ト
ン（最大 60トン）。

省人省力、高効率の最新設備で
最大60トン生産へ

▲起動ボタンを押す柴橋和弘社長

▲腰かけて投入作業ができる

▲仕上げラインにはハヤブサを導入

▲タオル自動機 12台で省人化

▲ロール機前後は隔壁で暑さ対策
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京都でリネンサプライ講習会、約300名参加

　（一社）日本リネンサプライ協会
（堀井正隆会長）は 1 月 18 日、ハ
イアットリージェンシー京都におい
て、令和５年度リネンサプライ講習
会を開催、約 300 名が参加した。
　「人材不足の解消」をテーマにパ
ネルディスカッションを行ったほ
か、二日目は、新日本ウエックス㈱
京都第1工場を見学した。パネルディ
スカッションは、環境衛生部会・廣
瀬純平部会長がコーディネーターと
なり、計8名のパネラーが発表した。
①人材確保のためのテクニック
▽㈱ベネック・山田裕之氏
　2030 年、全産業において人手は
644 万人不足する中で、サービス産
業は 400 万人の不足が見込まれ、全
業界の中で最も深刻な状況。有効
求人倍率では、全業種の倍率が 1.29
倍となる中、業種別「生産工程従事
者」は1.71倍、「サービス職業従事者」
は 3.08 倍。
▽東京航空クリーニング㈱・伊藤伸
宏氏
　求人採用のテクニックを発表。魅
力的な求人募集には、●タイトルで
興味を引く。●わかりやすい言葉や
見た目で記載。●Web求人はこま
めに更新。●自社で求人ページを作
る。
▽㈱巴屋・武田揚介氏
　●短時間労働者の活用…常勤ス
タッフの休憩時などに短時間スタッ
フを組み込みフル稼働することで全

間 900 枚を処理できる。
③洗剤・資材で出来る省人省力化
▽㈱廣瀬商会・立川暢一氏
　リネン、タオル、館内着をリバー
シブル化することで生産性を向上で
きる。タオルでは、熟練作業者によ
る手投入仕上げ枚数、ピッカーを使
用した仕上げ枚数比較を試験。手投
入では通常タオルが時間 879 枚に
対し、リバーシブルは時間 959 枚。
ピッカー投入では通常タオルが時間
1104 枚、リバーシブルが 1246 枚。
▽ライオンハイジーン㈱・毛利輝高
氏
　液体洗剤と自動投入機による省人
化を提案。水の補充・加温・撹拌作
業がなくなり、タンク周りの粉汚れ
や配管の詰まりも発生しなくなる。
連洗の洗剤液調整作業は、粉末が週
当たり７時間に対し、液体では週当
たり 30 分～１時間となる。バッチ
ラインでは計量や仕込み、投入が不
要となり１人作業が可能となる。
▽まとめ…廣瀬部会長
　いま我々が置かれている環境は、
人手不足に加え、物流の 2024 年問
題、外国人労働者の問題もあるが、
今後数年で外資系ホテルが数百も新
規オープンする予定で、需要はさら
に増える。このままではリネン供
給が間に合わなくなる懸念もある。
我々には安定的な製品供給を今後も
果たしていく使命があり、そのため
に今回のような施策や、価格改定を
していくことが重要。省エネ等の補
助金を活用しながら、前向きな投資
によりこれからの需要に対応してい
くことを考えていただきたい。

体の生産時間を短縮。残業時間短縮
やエネルギー費のカットが可能に。
●実例①・給与改定による人材確保
…年間休日を増やす（105 日→ 120
日）ためには人数増が必要なため、
パート給与を 1000 円→ 1300 円に。
結果、離職率 20％→ 11％、採用人
数（5カ月）205 名となり、生産力
の安定・向上を実現。一方、人件費
は 10％増となったが、値上げ実施
により人件費比率は逆に下がった。
②工場の更なる省人化へ向けて
▽㈱アサヒ製作所・齋藤豊氏
　人手不足対策として「リネン仕分
けシステム」を紹介。同システム
は、ピッカー（ロボットハンドと
バキュームでピックアップ）・識別
装置（カメラの画像データをAI が
品種判別）・異物検知装置（Ｘ線に
よる透過量計測によりAIが異物検
知）、分別装置（リネン等を品種別
にカートやバッグへ）。省人化や作
業環境向上、在庫管理が可能に。
▽アイナックス稲本㈱・志村晴仁氏
　Inwatec の入荷品自動仕分けシス
テムを紹介。ロボット（ピッカー）、
品種識別装置、Ｘ線検査機、仕分け
コンベア等からなるシステムは、色・
柄・素材等からAI が品種を識別。
20トン工場（オランダ）では、ロボッ
ト 4台により時間 4000 点を仕分け
省人化につなげている。
▽㈱東京洗染機械製作所・葛西秀之
氏
　LAUNDRY ROBOTICS 社 製 の
タオル自動ピッカーを紹介。タオル
の両端を自動的にピックアップし、
タオルフォルダーへ供給する装置。
AIを使ったコーナー把持が特長で、
ROBIN（2200 ㎜× 1100 ㎜）時間
720 枚、ROY（1100㎜× 700㎜）時

「人材不足の解消」
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〈リネン協正会員現況調査〉

億 4223 万円（同 128.4％、2.7 億円増）
となっている。
　また、売上総額に対するリネン

サプライ部門の占める割合は 29.0%
（同 5.2%増）と増加した。
　157 社の工場数は 420 箇所、社員
数は 2万 6859 名、パート数は 3万
1512 名であり、1社当たりの工場数
は 2.7 箇所、社員数は 171.1 名、パー
ト数は 200.7 名となっている。外国
人技能実習生は全体で 1309 名。

　（一社）日本リネンサプライ協会
は、正会員 157 社に対して令和 5年
8月 1日現在の最新の年度決算総売
上及びリネンサプライ部門など部門
別の売上状況、工場数、社員数など
の現況を調査、結果をまとめた。
　157 社の売上総額は 6730 億 6476
万円（前年度比107.0%、44.0億円増）、
うち、リネンサプライ部門は 1950
億2989万円（同130.1%、45.1億円増）
で、前年度を上回った。リネンサプ
ライ部門の売上額は、令和元年度の
95.4%まで回復している。
　1社当たりの平均値は売上総額で
42 億 8704 万円（同 105.6%、2.3 億
円増）、リネンサプライ部門では 12

ホテルリネン、30％増と急回復

濃縮タイプのキレート
助剤。着色金属が多
い水質でも被洗物の
白さ維持効果が高い。

ビルダーコンクM

〒111-8644　東京都台東区蔵前1-3-28
03（6739）9050
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2月14日～15日、東京ビッグサイト

スキマバイト「タイミー」

ゾーン」として一般消費者の来場を
促し、クリーニング需要回復のため
のＰＲを行うとしている。
　来場については、案内状があれば

アンケート欄を記入して持参。案内
状がない場合は公式サイトからダウ
ンロード・印刷して持参。
公式HP　https://www.clv21.jp/

　クリーニング産業総合展 2024 が
2月 14 日（水）、15日（木）、東京ビッ
グサイト西１ホールで開催される。
時間は 10 時～ 17 時（15 日は 16 時
まで）。今回は「持続可能なクリー
ニング産業の実現」をテーマに実施
する。
　開催期間は従来の３日間から２日
間となり、かつ週末から平日へと変
更された。トレードショーの意味合
いを強め、来場者の集中化を図り効
率的な商談の場とする目的。
　そして、会期中は東展示ホールで
「国際ホテル・レストラン・ショー」
が開かれることから（会期 13 ～ 16
日）、ホテル・レストランに関わる
リネンサプライ事業者などの動員も
見込まれる。
　また、一部を「BtoC〈消費者誘致〉

　人手不足が深刻な状況にあるリネ
ンサプライ工場ではこのところ、ス
キマバイトサービス「タイミー」に
よる人材活用が広がっている。
　同社によると、リネンサプライ・
クリーニング業界でタイミーを導入

しているリネンサプライ・クリーニ
ング事業者は、直近の 2023 年 12 月
と 2022 年 12 月の前年同月比が約
3.1 倍となり、またその募集人数は
2022年と2023年を比較すると約4.7
倍となっているという。コロナ明け
でホテルリネン需要が急回復してい
ることも要因に挙げられる。
　タイミーでは、クリーニング・リ

ネンサプライ業界における取り組み
として、2023 年 12 月に（一社）ク
リーンライフ協会に正会員として入
会。協会とともに業界が抱える人手
不足などの課題解決に向けて新しい
取り組みを進めている。
　また、クリーニング産業総合展で
は、「人材確保・人材育成」をテー
マに講演を実施（14日 11 時～）。

クリーニング産業総合展

業界で利用が拡大
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㈱ケーエスシー　北川 幸一◆生成AIとリネンサプライ業

●現場での活用スタート
　いよいよ生成AIによるソフトの導入が、リネンサプ
ライ業でも始まりました。本格化してきた次世代AIが、
実際の現場でも使われ出したのです。顧客への資料作成
を支援するところから入り、顧客別のプレゼンテーショ
ンへの応用と、従来、担当者が時間を費やしていた作業
をアシストしています。
　当面は既存の営業から活用されると思われますが、個
別の顧客対応だけではなく、広く全社員がその情報を共
有することにより、営業のみならず、工場、配送、資材、
在庫管理等、いままで各部署がバラバラに行ってきた業
務を統一できます。
　これはいままでのAIでも行われてきたのですが、生
成AIでは学習量、スピード、網羅する範囲が各段に大
きくなり、誰でも、すぐに始められるほど簡単になりま
した。生成AIのアシストを得て、専門家でない一般社
員でもソフトの利用が進むことでしょう。
　
　生成AIの大きな特徴は、従来バラバラで運用してき
た文章による資料や画像の扱い、個別の顧客向けに作っ
ていたプレゼンテーション資料の応用、多数の画像や音
声の資料等を横断して扱えることです。例えば、営業側

が工場の生産状況をリアルタイムで把握でき、在庫状
況、リネン、用品・機器の貸し出し状況、配送の実際等
を見ることができ、これまでとは全く異なる運営が可能
になってきます。
　それは過剰在庫をなくし、効率的な資材運用を可能に
します。最大限の使用数に合わせて準備している配送車
の運用を平均化して、事前に対応することで車数も適正
化できます。

●ソフトの充実化
　業務ごとに個別対応せざるを得ない原因のひとつとし
て、各分野が個別のソフトを使っていたことがあります。
それを解消する各々の目的に即した生成AI用ソフトも
充実してきました。
　最初は基盤作りとして、従来の業務の整理整頓を始め
ます。まずは社内資料の作成と共通化です。打ち合わせ
内容や会議の内容を要約してわかりやすい資料として作
成、共有化をはかります。タイムラインを設定して業務
の共通化をはかり、同じような作業を各部署で行う無駄
をなくします。日程調整など、各自のスケジュール管理
が正確に行えるでしょう。
　より重要なのは顧客の問い合わせへの迅速な対応と、
その情報の社内での共有化です。間違いをなくし、迅速
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に顧客対応を共通化する…いままでも叫ばれていた事項
ですが、生成AIにより正確に、より早く行うことがで
きます。
　各管理職の業務効率を上げることや、共有化した資料
を多角的に運営することで、従来の員数で新規の顧客獲
得ができるようになり、長期的には売り上げを伸ばす有
効なツールになると思われます。
　
　ジャンルを超えて新しい資料やツールを生成すること
を可能とした生成AIでは、文章の自然さと正確さはも
とより、画像の生成も十分実用のレベルに達しています。
作られた資料の正確さは、学習量の多さからきています。
日々急速に成長していく子供の成長に驚き、その子が皆、
大谷翔平のレベルまで到達できるとしたら、明日の社会
は確実に変わっていくのです。

●生産現場では
　工場では生産担当者自身が、生産に必要なプログラム
を作れるようになります。業務に精通した人達による専
門のソフトができるのです。機械に合わせていた生産工
程ではなく、各機械を効率よく使い、無駄をなくし、究
極の省エネ、高効率の工程が実現可能となります。
　その他にも、画像処理の効率が上がって正確になれば、
配送の手配や客先での在庫数の把握などに応用が期待で
きます。
　
　このような夢を持ったソフトですが、実はこれらの改
善、改良は生成AIがなくても可能なのです。
　各現場の作業を正確に、迅速に、作業者へアシストで
きるようにするには、現在、現場にいる生産担当者が自
分の業務内容を正しく理解して、各部門、各工程がどの
ような役割を果たしているのか、きちんと見えていれば
「改善」は行えるのです。その熟成度が生成AI 導入の
前提になります。

●生成AIの問題点
　さて、いままでは生成AIの導入による改善の効果を
みてきたのですが、導入が進むと「負の部分」も懸念さ
れています。
　第四次産業革命だともいわれている生成AIの高い能
力は、作業効率を高め、売り上げが増大する面がある一
方、仕事が効率化することで人材が余り、雇用の喪失に

つながるという予想もあります。
　労働力不足が叫ばれている中でも、経理等の事務職、
営業職、教育サービスなどのいわゆる「ホワイトカラー」
といわれる仕事で、日本中で 500 万人規模の喪失が起こ
るとの予測もされています。一方で、その余った人材が
「ブルーカラー」と呼ばれている実際の作業を行なって
いる現場に移り、玉突き現象で従来の現場作業者の雇用
喪失も心配されています。
　
　海外の状況をみてみると、北欧など人口が極端に少な
い地域では、工場のオートメーション化が進んできてい
ます。同じヨーロッパでも、費用対効果や工場スペース
の問題もあり、比較的、移民等の雇用を行なえている国々
では、自動化機器の普及は進んでいません。タオルのた
たみ作業のような標準化されたアイテムの機械はともか
く、大型の品物を処理するための自動化機器は、工場の
スペース、スピード、故障時の対応等のリスクが大きい
という理由もあります。
　しかし自動化に向けて、工場の機械の再構成、レイア
ウトの変更等で流れを阻害しないシステム作りはこれま
で以上に求められています。ホワイトカラーからの人員
の流入は、自主的に現場作業の改良を行える優秀な人材
を確保することでもあります。
　リネンサプライ業が確立した 50 年前当時は、戦争の
影響などもあり、優秀な人々が各現場で個性ある改善の
提案を行い、現在まで続いている、その会社の運営マニュ
アルを作成していました。その意味では観光客が戻り、
価格も改定できているいまこそ、これからの方向性を確
立させるためにも、優秀な人材を確保できるチャンスか
もしれません。

株式会社ケーエスシー
電話 ０３－５３７７－１５１０　FAX ０３－３３１２－４８７０

mail: info@kscnova.com

■NOVAシステム事業部
バッグモノレールシステム・各種搬送システム・計数管理装置等の設計・設置
工事
■ES（Energy Saving）事業部
省エネ関連システム・工場内照明・工場内換気空調・ボイラー配管管理装置・
インバーター制御システム
■コンサルタント事業部
工場現状分析（現在の問題点と改善案のレポート）、新規工場の設計、既存
工場の改造設計、社員教育・管理者教育、セミナー、海外研修、生産管理ソ
フト・在庫管理ソフト・納品管理ソフト等の講習会
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　前回、管理とは抽象的な概念ではなく、正常・異常を
判別する具体的な行動であり、可視化・数値化され誰の
目にも分るものでなければならないと解説しました。ま
た問題点発見のツールであるとも言いました。
　というのも、生産現場で管理しようとするならば、生
産そのものが繰り返しにならないといけないからです。
　例えば本稿でいつも取り上げる５Ｓですが、５Ｓはモ
ノの管理そのものであり、モノの在り方としての正常・
異常の判断が極めて分りやすいです。
　しかし取り組んでみれば分りますが、その日限り、そ
の場限りの生産をしていては絶対にモノの管理はできま
せん。実際の時間当たりの生産量が一定にならないと、
消費量の基準が定まらないからです。平均の数値という
のは計算すればすぐに出ます。問題は現実がその通りで
あるかどうかです。
　そこで計算した平均値ではなく、実際の生産数量が平
均にすることがものすごく大切になります。これをトヨ
タ生産方式では「平準化」と呼びます。
　トヨタ生産方式を解説する時には、常にこのように言
います。「平準化」の土台の上に、「ジャスト・イン・タ
イム」と「自働化」の二本柱で構成されている、と。
　トヨタ生産方式でもっとも有名なのは、何といっても
「かんばん」でしょう。これは「ジャスト・イン・タイム」
を実践するためのツールです。後工程にとって必要なも
の・必要な数量を必要なタイミングで届けるためのカー
ドのようなものです。もうひとつの「自働化」はムダ排
除のための不良発生を事前に防ぐ仕組みです。
　この２つについての解説は非常に多いのですが、不思
議なぐらいにその柱の土台となる「平準化」について説
明されることはありません。
　しかしこれほど重要なものはありません。すべての管
理・改善は、平均にモノを作ることが大前提なのです。
　平均というと、どうしても数量的なものを思い浮かべ
ますが、平均には数量の他に種類があります。専用ライ
ンで同じものだけを作っている現場なら数値だけで十分
ですが、いろいろなものを同じ生産設備で流す場合には、
種類が非常に重要になります。

　後者の場合、えてして同じ種類の物をまとめて生産し
ようとします。しかしこれはバラツキのもとです。トヨ
タ生産方式の「平準化」ではこれを平均して、部品や材
料の消費・補給を一定にします。そうすることで仕掛品
の停滞がぐっと減るからです。
　思うにリネン工場には「仕掛品」という意識が非常に
薄いのではないか、と思われる現場が少なくありません。
仕掛品とは、手をつけただけの工程の途中の状態のもの
です。リネン工場では台車に載せられたまま、工程間で
停滞している状態です。
　我々がどんな業種であれ、工場を視察する時にまっ先
に見るのがこの仕掛品です。
　管理されている工場では、これが一定量で次工程に移
動して行きます。しかし、無管理のところでは必要以上
に停滞していたり、そのくせ必要なものが供給されてい
なかったりします。
　本来、台車は移動運搬のための道具であり、工程間の
生産能力にバランスが取れていたら、一定数でまかなえ
ます。ところが、次工程の都合で生産していたり、工程
バランスが取れていないとたちまち滞留品となります。
　この滞留こそがムダ、と考えられるかどうかが分かれ
目です。滞留はトヨタ生産方式では「作り過ぎのムダ」
といって一番排除すべきものです。これを改善するのが
「平準化」ということであり、これができて初めて本当
の意味の管理や改善ができる、ということなのです。　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(つづく )
　

すべての管理・改善は「平準化」が大前提
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　1959 年生まれ。元クリーニング業界紙「全ドラ」記者。記者時代にトヨ
タ生産方式ならびに元トヨタ自工副社長・大野耐一氏と出会い薫陶を受ける。
それをきっかけとし改善コンサルタントとして独立。1989 年には㈱エムアイイー
システム研究所を設立する。以来 30年近く様々な現場の改善や講演活動、
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　日本リネンサプライ協会が京都で開催した講習会は、約300名もの参
加となった。コロナ明けということもあるが、講習のテーマや見学先（新
日本ウエックス㈱）の先進的な管理技術等への関心の高さもあって、コロ
ナ前以上の集まりとなった。「人材不足の解消」は、深刻な人手不足の状
況でタイムリーなテーマであり、今後もホテルリネン需要増大が見込まれ
る中で、対策が急務となっている。一方、竣工した㈱柴橋商会小田原工
場は、最新鋭の自動化設備をそろえて省人省力化を徹底している。いず
れ機会があれば、その最新の生産ラインの詳細を取材したい。

スポンサーリスト

Photo／コラム〈次号予告〉

国内すべての工場に
お届けします‼

テキスタイルレンタルの専門情報誌 国内すべての工場に
お届けします‼

〈年4回発行〉

工場移転、新工場開設、
協力工場… 無料送付登録

（事業所名 ・ 住所 ・ 受取人のお名前)

E-mail  hikasa@zendora.co.jp　または  FAX03・5976・1330

※

※テキスタイルレンタル、ランドリー工場
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ユニフォームトンネルフィニッシャー
濡れがけで高品質＆高速処理！！

シリーズIMTF
新開発‼
量産型トンネル

MRX
〈国産初

〉

ガス仕様
特許取得

済

IMTF-800

IMTF-1000

IMTF-1200
実演動画はスマートフォンで
こちらのQRコードから

※設置スペースや
　処理点数に合わせて
　オーダーが可能です※数値は全て最大処理点数です

タタキ効果で
高品質＆乾燥コストを削減

仕上げゾーン

乾燥ゾーン

（時間800点処理）

（時間1000点処理）

（時間1200点処理）

MRX-18G 

※最大処理点数

〈ガス仕様〉※蒸気式もあります

NEW

※最大処理点数1800点処理!!時間




